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帝京科学大学2023年度卒業生対象「卒業生アンケート」

集計結果



2023年度卒業生対象「卒業生アンケート」※2025年7月31日集計

1.卒業した学科について選択してください。

【目的】

・本学卒業生が在学中に身につけ、卒業後に役立った能力等について把握し、教育効果を検証すること

　及びキャリアにおける満足度を把握することで、今後の教育活動・キャリア支援の改善に反映させる。

【調査実施方法】

・実施対象者：2024年3月卒業の千住キャンパス・東京西キャンパス学部生（就職2年目）

・回答時期　：2025年６月中旬から７月31日（木）まで

・依頼方法　：在学時登録のあるmailアドレスへアンケートを配信

・周知方法　：公式webサイトへ卒業生向けお知らせとして掲出

・回答方法　：webアンケート（Googleフォーム）

【アンケート回答状況】

依頼配信数　：220件（内12件配信不能）※卒業生の内メールアドレスの登録があった者

有効回答数　：34件（34/208）

回答率　　　：16.3％
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アニマルサイエンス学科（東京西） 自然環境学科（千住） アニマルサイエンス学科（動物看護福祉）

看護学科 作業療法学科 東京理学整復学科

理学療法学科 生命科学科（生命） 学校教育学科（中高保健体育）

自然環境学科（東京西） 柔道整復学科 生命科学科（生命・健康）

東京柔道整復学科 幼児保育学科



2.性別について選択してください。

3.現在の就業状況を選んでください。

4.現在の業種について選んでください。

業種：その他（自由記述）

●　動物看護師
●　動物看護師
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正規の社員

契約・嘱託社員

パート・アルバイト
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公務員
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医療・福祉

サービス

製造（メーカー）

教育・学習支援

学術研究・専門・技術サービス

卸売・小売

その他

電気・ガス・熱供給・水道

公務員（行政・その他）

金融・保険

学生



5.帝京科学大学での教育や経験を通じて学習した出身学科の、専門分野の知識・技法・技術は程度身についたと感じますか。

6.帝京科学大学での経験や教育（実習・演習を含む）は、全体として、現在役に立っていると感じますか。

7.帝京科学大学での学生生活は充実していたと感じますか
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8.卒業後の進路について満足していますか

9.在学中に身につけておいたほうが良いと思うものを選んでください。（複数回答可）

在学中に身につけておいたほうが良い能力：その他（自由記述）

●　現場の雰囲気、理解

●　考える・覚えるだけでなく実際に経験をして物事を正しく把握して考えられること。

●　実習にて動物病院の雰囲気を知る。今何をやっているのか大まかにわかる（知識と現場の一致）

●　座学で得た知識を臨床で使える知識にしておくといいと思います

●　チャレンジ精神、当たって砕けろの精神

10.帝京科学大学へ期待することがあればお聞かせください。（自由記述）

●　実習の充実　経験ではなく、実際の現場を知る機会を増やす

●　専門卒の人にはないメリットが明確に欲しい。実習経験が豊富、研究室で自主的に行ったことなど。

●　他学科との関わりをもう少し持ちたかったです。

●　学生を指導する先生方が学生に伝えたいこと、教えたいことを伝えられる環境やそれらをもっと幅広く
      学生が受けられるような環境がもっと整えばいいのではないかと思います。
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一般的な教養

周囲と円滑なコミュニケーションをとる力・協力して物事を進める力

規律性（社会のルールや人との約束を守る力）

ストレスコントロール力

出身学科の専門分野の知識・技法・技術

柔軟性

主体的に行動する力

課題発見力

計画力

状況把握力

プレゼンテーション力

実行力

論理的に思考する力

傾聴力

働きかけ力（他人に働きかけ巻き込む力）

発信力
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